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補
助
・
助
成

対
象　

市
内
在
住
で
①
～
③
の
手

　

帳
を
持
つ
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級

②
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
・
Ⓑ

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

交
付
内
容

　

タ
ク
シ
ー
券
24
枚
／
年
間

※
人
工
透
析
を
行
う
じ
ん
臓
機
能

　

障
害
者
に
つ
い
て
は
、
申
請
月

　

か
ら
タ
ク
シ
ー
券
を
月
４
枚
加

　

算
し
、
最
大
年
間
72
枚
と
な
り

　

ま
す
（
所
得
制
限
あ
り
）
。

※
タ
ク
シ
ー
券
１
枚
で
、
市
内
福

　

祉
タ
ク
シ
ー
協
力
会
社
（
安
全

 

福
祉
タ
ク
シ
ー
申
請
の

 

手
続
き
を

　

タ
ク
シ
ー
、
山
陽
タ
ク
シ
ー
及

　

び
忠
海
タ
ク
シ
ー
案
内
所
、
吉

　

名
交
通
、
共
進
通
商
〔
福
祉
タ

　

ク
シ
ー
か
ぐ
や
姫
〕
、
忠
海
エ

　

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
〔
介
護
タ
ク

　

シ
ー
ひ
ま
わ
り
〕
、
花
桃
福
祉

　

タ
ク
シ
ー
）
の
タ
ク
シ
ー
基
本

　

料
金
分
を
助
成
し
ま
す
。

※
新
し
く
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

　

人
は
、
交
付
月
を
含
め
て
月
２

　

枚
を
交
付
し
ま
す
。

利
用
で
き
る
人　

障
害
者
本
人

※
介
助
者
は
同
乗
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　

３
月
28
日
㈪
～

申
請
方
法　

申
請
書
（
対
象
者
に

　

事
前
に
送
付
）
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
う
え
、
①
～
③
の
手
帳
、

　

印
か
ん
、
人
工
透
析
治
療
を
受

　

け
て
い
る
人
は
、
透
析
治
療
を

　

行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

　

る
も
の
を
持
参
し
、
福
祉
課
障

　

害
福
祉
係
へ
。

※
支
所
・
出
張
所
で
の
交
付
を
希
望

　

す
る
人
は
、
事
前
に
福
祉
課
障
害

　

福
祉
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
で
の
申
請
・
交
付
を
希
望
す

　

る
人
は
、
申
請
書
を
福
祉
課
障
害

　

福
祉
係
（
〒
７
２
５-

８
６
６
６
住

　

所
不
要
）
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
22-

７
７
４
３

福
祉
関
係
手
当
の
申
請
を

①
児
童
扶
養
手
当

対
象　

次
の
児
童
（
18
歳
に
達
す

　

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

　

ま
で
の
児
童
・
中
度
以
上
の
障
害

　

を
有
す
る
場
合
は
20
歳
未
満
の

　

児
童
）
の
母
ま
た
は
父
か
、
養
育

　

し
て
い
る
人

○
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

○
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
た

　

児
童

○
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害
の

　

状
態
に
あ
る
児
童　

等

月
額
（
所
得
に
よ
り
異
な
る
）

　

９
，
９
９
０
円
～
４
２
，
３
３
０
円

※
子
ど
も
２
人
の
場
合
、
右
記
月

　

額
に
５
，
０
０
０
円
を
加
算
。

※
３
人
目
以
降
、
１
人
増
え
る
ご

　

と
に
３
，
０
０
０
円
を
加
算
。

②
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　

施
設
に
入
所
し
て
い
な
い

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
（
20
歳
未

　

満
）
を
養
育
し
て
い
る
人

月
額　

重
度　

５
１
，
５
０
０
円

　
　
　

中
度　

３
４
，
３
０
０
円

③
遺
児
福
祉
年
金

対
象　

父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
て

　

い
る
子
ど
も
（
市
内
に
３
か
月

　

以
上
居
住
し
、
義
務
教
育
修
了

　

ま
で
）
を
養
育
し
て
い
る
人

月
額　

２
，
６
０
０
円

※
①
～
③
に
は
所
得
制
限
が
あ
り

　

ま
す
。

④
児
童
福
祉
年
金

対
象　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
（
市

　

内
に
２
年
以
上
居
住
し
、
20
歳

　

未
満
）
を
養
育
し
て
い
る
人

月
額

　

障
害
重
度　

３
，
１
０
０
円

　

障
害
中
度　

２
，
６
０
０
円

問
い
合
わ
せ

　

子
ど
も
福
祉
室

　

☎
22-

７
７
４
２

県
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
、
父

子
家
庭
の
父
、
寡
婦
に
各
種
資
金

を
貸
し
て
い
ま
す
。

貸
付
金
の
種
類

①
就
学
支
度
資
金
（
無
利
子
）

　

小
学
校　

４
０
，
６
０
０
円

　

中
学
校　

４
７
，
４
０
０
円

　
　

（
所
得
税
非
課
税
制
限
あ
り
）

　

高
等
学
校
等

　
　
　

１
５
０
，
０
０
０
円
～

　

大
学
等

　
　
　

３
７
０
，
０
０
０
円
～

②
修
学
資
金
（
無
利
子
）

　

高
等
学
校
等

　

月
額　

１
８
，
０
０
０
円
～

　

大
学
等

　

月
額　

４
５
，
０
０
０
円
～

※
①
②
の
額
に
つ
い
て
は
、
自
宅
・

　

自
宅
外
通
学
、
学
校
の
種
別
に

　

よ
り
異
な
り
ま
す
。

③
技
能
習
得
資
金
（
無
利
子
）

　

月
額　

６
８
，
０
０
０
円

④
就
職
支
度
金
（
無
利
子
）

　

１
回　

１
０
０
，
０
０
０
円

※
そ
の
他
の
貸
付
金
に
つ
い
て
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

広
島
県
西
部
東
厚
生
環
境
事
務

　

所
厚
生
課
医
療
福
祉
係

　

☎
０
８
２-

４
２
２-

６
９
１
１

　

子
ど
も
福
祉
室

　

☎
22-

７
７
４
２

母
子

・
父
子

・
寡
婦
家
庭
に    

各
種
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す

就
学
援
助
制
度

　

市
で
は
、
児
童
・
生
徒
を
小
・

中
学
校
へ
就
学
さ
せ
る
う
え
で
、
経

済
的
な
理
由
で
お
困
り
の
世
帯
に

対
し
、
学
用
品
費
等
を
援
助
す
る
就

学
援
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

通
学
し
て
い
る
小
・
中
学
校
ま
た

は
教
育
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

援
助
内
容　

学
用
品
費
、
学
校
給

　

食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど

問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
学
事
係

　

☎
22-

７
７
５
３
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軽
自
動
車
の
名
義
変
更

・
廃
車
の
申
告
を

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
を
他
人
に

譲
っ
た
り
処
分
し
た
人
で
、
ま
だ

名
義
変
更
や
廃
車
の
申
告
を
し
て

い
な
い
人
は
、
４
月
１
日
㈮
ま
で

に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
場
所

○
125
　

CC
以
下
の
原
動
機
付
自
転

　

生
活
情
報

他
人
に
迷
惑
と
な
る
に
お
い

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
「
に
お
い
」
が
あ
り
ま
す
。

「
に
お
い
」
の
元
に
な
る
物
質
の

数
は
数
10
万
と
も
い
わ
れ
、
「
に

お
い
」
の
感
じ
方
は
、
人
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
自
分
が
好
き
な

「
に
お
い
」
で
も
他
人
に
は
嫌
な

「
に
お
い
」
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

悪
臭
を
防
止
す
る
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
野
焼
き
を
し
な
い
。

○
ペ
ッ
ト
の
糞
の
後
始
末
は
、
飼

　

い
主
の
責
任
で
す
。

　

飼
い
犬
の
糞
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。
飼
い
猫
を
放
し
飼
い
に
し

て
い
る
場
合
、
他
人
の
敷
地
で
糞
を

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ト
イ

レ
の
し
つ
け
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

○
ご
み
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
出
し

　

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
生
活
環
境
係

　

☎
22-

２
２
７
９

国
民
年
金
保
険
料
の

追
納
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
若

年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例

を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保

険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
よ
り

も
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取
り

額
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
期
間
の

保
険
料
は
、
後
か
ら
納
付
（
追
納
）

す
る
こ
と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年

金
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

保
険
料
の
追
納
を
す
る
に
は
年

金
事
務
所
で
の
申
請
が
必
要
で

す
。
追
納
承
認
後
に
交
付
さ
れ
る

納
付
書
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

（
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付

は
で
き
ま
せ
ん
。
）

注
意
事
項

○
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間

　

は
、
一
部
納
付
保
険
料
（
例
：

　

４
分
の
３
免
除
期
間
の
場
合
、

　

保
険
料
の
４
分
の
１
）
を
納
め

　

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
追
納
が
で
き
る
の
は
追
納
が
承
認

　

さ
れ
た
月
の
前
10
年
以
内
の
免
除

　

等
期
間
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
承
認
等
を
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、

　

原
則
古
い
期
間
か
ら
納
付
し
ま
す
。

○
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
を

　

受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

　

算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
保
険

　

料
を
追
納
す
る
場
合
、
承
認
を

　

受
け
た
当
時
の
保
険
料
額
に
経

　

過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上

　

乗
せ
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

呉
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
２
３-

22-

１
６
９
１

　

車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車

　

税
務
課
市
民
税
係

※
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
所
有
者
・

　

届
出
者
の
印
か
ん
が
必
要
で
す
。

○
125
　

CC
超
250

　

CC
以
下
の
バ
イ
ク

　

広
島
県
軽
自
動
車
協
会
福
山
支
所

　

☎
０
８
４-

９
３
３-

２
１
９
４

○
250
　

CC
超
の
バ
イ
ク

　

広
島
運
輸
支
局
福
山
自
動
車
検

　

査
登
録
事
務
所

　

☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
６
９

○
軽
自
動
車

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
広
島
主
管

　

事
務
所
福
山
支
所

　

☎
０
５
０-
３
８
１
６-

３
０
８
１

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
市
民
税
係

　

☎
22-

７
７
３
２

　

子
ど
も
の
犯
罪
被
害
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
今
後
入
園
・
入

学
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
「
い
か
の
お
す
し
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
を
教
え
て
子
ど
も
を

犯
罪
被
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

い
か　

「
知
ら
な
い
人
に

　
　
　
　
　

つ
い
て
行
か
な
い
」

の　

「
知
ら
な
い
人
の
車
に

　
　
　
　
　
　
　
　

乗
ら
な
い
」

お　

「
何
か
あ
っ
た
ら

　
　
　
　
　

大
き
な
声
を
出
す
」

す　

「
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
逃
げ
る
」

し　

「
大
人
の
人
に
知
ら
せ
る
」

　

合
わ
せ
て
、
お
子
さ
ん
の
活
動

範
囲
で
危
険
な
場
所
を
家
族
や
地

域
で
確
認
し
、
ど
う
し
て
危
険
な

の
か
を
教
え
て
あ
げ
る
こ
と
も
効

果
的
で
す
。

　

ま
た
、
不
審
な
人
物
が
い
た
ら

声
か
け
を
行
い
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
達
を
犯
罪
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

子
ど
も
の
犯
罪
被
害

に
注
意
！

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
軽
自
動

車
税
の
減
免
申
請
書
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
記
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
申
請
書
に
は
、
車
両
の

所
有
者
（
納
税
義
務
者
）
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
書
提
出
時
に
は
、

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
」
と
「
本

人
確
認
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
市
民
税
係

　

☎
22-

７
７
３
２

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
生
活
環
境
係

　

☎
22-

２
２
７
９

　

竹
原
警
察
署

　

☎
22-

０
１
１
０
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国
税
専
門
官
を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格

（１）
昭
和
61
年
４
月
２
日
～
平
成
７

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

（２）
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　

れ
の
人
で
次
に
該
当
す
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
及
び
平
成

　

29
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

　

す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
該
当
す
る
人
と
同

　

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み

　

４
月
１
日
㈮
９
時
～
13
日
㈬

○
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る
申
し
込
み

４
月
１
日
㈮
～
４
日
㈪

※
原
則
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

　

り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.

　

g
o
.
j
p
/
j
u
k
e
n
.
h
t
m
l

第
1
次
試
験
日　

５
月
29
日
㈰

　

受
験
申
込
書
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
請
求
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　

☎
０
８
２-

２
２
１-

９
２
１
１

　

竹
原
税
務
署

　

☎
22-

０
４
８
５

国
税
専
門
官
採
用
試
験

教養講座

講座名 開講日時（4月～ 9月）

料理 第 3月曜日 18:30 ～ 21:00

そば打ち 第 3火曜日 17:00 ～ 20:00

韓国語（初級） 第 1･3 木曜日 19:00 ～ 20:30

華道 第 2･4 木曜日 18:30 ～ 21:00

フラワーアレンジメント 第 2･4 金曜日 18:30 ～ 21:00

書道 第 1･3 土曜日 19:00 ～ 21:00

手づくりパン 第 2日曜日 10:00 ～ 12:30

勤労青少年ホーム　平成 28年度前期受講生を募集！
　教養講座、サークル、レクレーションなどを通して、多くの友達をつくりませんか。

対象　市内に在住または勤務する 15 歳から 35 歳までの人

年会費　５００円

※講座・サークルは変更する場合があります。

※別途参加費がかかる講座もあります。

問い合わせ　勤労青少年ホーム　☎２２-３７５３

※受付時間 16 時～ 21 時（水曜・第３日曜・祝日を

　除く）

　
 

募
集

サークル

サークル名 開催日時（4月～ 9月）

パソコン 第 2･4 月曜日 19:30 ～ 21:00

前結び着付け 第 1･3 木曜日 18:30 ～ 20:30

着付け 第 1･3 火曜日 19:00 ～ 21:00

卓球 毎週木曜日 19:00 ～ 21:00

ギター 毎週金曜日 19:00 ～ 21:00

空手 第 1･3 土曜日 19:00 ～ 21:00

ビーズ 第 2木曜日 13:30 ～ 16:00

硬式テニス 毎週日曜日 9:00 ～ 12:30

クラフトテープＡ 第 2木曜日 13:30 ～ 16:00

クラフトテープＢ 第 2日曜日 13:30 ～ 16:00

韓国語サークル 第 2･4 木曜日 19:00 ～ 20:30

中国語サークル 第 2･4 土曜日 19:00 ～ 20:30

平
成　

年
度
公
募
型

補
助
金
対
象
事
業

28

　

「
平
成
28
年
度
公
募
型
補
助
金
」

対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

　

公
募
型
補
助
金
は
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
住
民
の
参
加
意
欲
を

高
め
、
新
た
な
市
民
活
動
を
推
進

す
る
た
め
の
補
助
制
度
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
た
い
、

ま
た
は
新
た
な
事
業
展
開
を
図
り

た
い
と
い
う
市
民
活
動
団
体
の
み

な
さ
ん
の
発
想
や
特
性
を
活
か
し

た
公
益
的
な
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

対
象

　

市
民
活
動
団
体
が
企
画
提
案

し
、
平
成
28
年
度
に
実
施
す
る
事

業
で
、
公
益
上
必
要
性
が
認
め
ら

れ
る
も
の
。

対
象
と
な
る
事
業
例

◆
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
創
出
事
業

　

交
通
安
全
の
推
進
・
防
犯
活
動

　

に
関
す
る
事
業　

な
ど

◆
環
境
保
全
事
業

　

ご
み
の
減
量
推
進
に
関
す
る
事

　

業
、
自
然
環
境
の
保
護
に
関
す

　

る
事
業　

な
ど

◆
明
る
い
社
会
と
健
康
づ
く
り
推

　

進
事
業

　

障
害
者
な
ど
の
社
会
参
加
活
動

　

の
推
進
に
関
す
る
事
業
、
高
齢

　

者
な
ど
の
健
康
づ
く
り
に
関
す

　

る
事
業　

な
ど

◆
産
業
活
性
化
事
業

　

農
作
物
な
ど
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

　

化
の
推
進
に
関
す
る
事
業
、
新

　

分
野
開
発
な
ど
商
工
振
興
に
関

　

す
る
事
業　

な
ど

補
助
金
額

　

補
助
対
象
事
業
費
の
１
／
２
以
内

※
１
件
上
限
額
25
万
円

　

（
た
だ
し
、
１
団
体
に
つ
き
１
事
業
）

※
交
際
費
、
飲
食
費
、
親
睦
会
費

　

な
ど
、
補
助
事
業
の
実
施
と
直

　

接
関
係
な
い
団
体
運
営
に
か
か

　

る
費
用
は
補
助
対
象
外
。

申
込
方
法

　

３
月
７
日
㈪
～
４
月
８
日
㈮
ま

で
に
、
募
集
要
項
（
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
）
に
記
入
の
う
え
、
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
協
働
推
進
係
へ
。

選
定
方
法

　

５
月
中
旬
に
審
査
会
を
開
催
し
、

応
募
事
業
の
説
明
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
）
を
し
て
い
た
だ
き
、
予

算
の
範
囲
内
で
市
が
選
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
協
働
推
進
係

　

☎
22-

２
２
７
９
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３月は「自殺対策強化月間」です
　１年の中でも３月は、進学、就職、転勤など生

活環境の変化により、体や心の調子を崩しやすい

時期であるため、自殺者が増加すると言われてい

ます。これらの背景から国では、３月を「自殺対

策強化月間」と定め、自殺予防に向けた啓発活動

を行っています。

自殺はその多くが追い込まれた末の死

　自殺者の多くは、健康問題、経済、生活問題、家

庭問題等の様々な悩みと、その人の性格傾向、家族

の状況、死生観等が複雑に関係し自殺以外の選択肢

が考えられなくなるなど、自殺に至る過程で心理的

に追い込まれた末の死と言うことができます。

自殺に傾く人は、何らかのサインを発しているこ

とが多い

○口数が減って元気がない

○「消えてしまいたい」「死んだら楽になる」と

　口にする

○大量のお酒を飲む

○自分の健康をかえりみない

　そのほか、不眠や原因不明の体調不良などの自

殺の危険を示すサインを発していることが多いと

言われています。

打ち明けられた時は、「ねぎらい」と ｢ 共感 ｣ の

気持ちで

　自殺に傾いている人の多くは、「そこから抜け

出したい」｢ 生きたい ｣ と言う気持ちと闘ってい

ます。打ち明けられたら、相手をねぎらい、相手

の気持ちに共感しながらじっくりと話を聴くよう

にしましょう。

　自殺は、本人の大切な命を失ってしまうばかり

ではなく、残された人へ深刻な心理的影響を与え

ます。自殺者の背景には、多くの未遂者もいます。

　悩みを抱えた時に、身近に相談できる存在がい

ること、孤立・孤独を防ぐことが自殺予防に重要

と言われます。周囲の一人ひとりの理解やつなが

り、支えがとても大切なのです。

　あなたのまわりに、悩みや問題を抱えてつらい

思いをしている人はいませんか？

　様々な専門の相談窓口があります。まずは、相

談してみませんか。

問い合わせ

　いのちのホットライン竹原　☎ 22-9102

　保健センター　☎ 22-7157

第 38回竹原ロードレース大会結果

　２月７日、バンブー公園で竹原ロー

ドレース大会を開催しました。726 人

のエントリーがあり、２部門で大会新

記録が更新されるなど、白熱した大会

となりました。また、竹原ロータリー

クラブや福田女性会による参加者への

ぜんざいや豚汁などのおもてなしがあ

り、にぎやかな一日となりました。

問い合わせ

　文化生涯学習室　☎ 22-7757

種　目 名　前 所　属 記　録

一般男子 3㎞ 生信　貴至 広島経済大学 10 分 27 秒

一般女子 3㎞ 渡邉　歩恵夢 県立西条農業高等学校
10 分 33 秒

（大会新記録）

一般男子 5㎞ 中塚　元基 バンブースポーツクラブ 15 分 52 秒

一般女子 5㎞ 中森　佳恵 県立西条農業高等学校
17 分 37 秒

（大会新記録）

一般男子 10 ㎞ 山口　翔太 県立西条農業高等学校 33 分 07 秒

一般女子 10 ㎞ 久藤　美由紀 バンブースポーツクラブ 47 分 25 秒

中学生男子 5㎞ 井上　雄次郎 三原市立本郷中学校 16 分 02 秒

中学生女子 3㎞ 村上　葵 尾道市立長江中学校 12 分 01 秒

小学生男子 2㎞
（1・2年）

林　亮太 東広島ＴＦＣ  8 分 13 秒

小学生女子 2㎞
（1・2年）

藤田　実央 バンブースポーツクラブ  8 分 27 秒

小学生男子 2㎞
（3・4年）

岩澤　知輝 高須子ども会駅伝部  7 分 28 秒

小学生女子 2㎞
（3・4年）

両名　鈴 三原陸上クラブ  7 分 42 秒

小学生男子 2㎞
（5・6年）

塩出　翔太 吉和ＡＣ  6 分 42 秒

小学生女子 2㎞
（5・6年）

中尾　美紀 呉市立阿賀小学校  7 分 15 秒

▼各種目の優勝者（敬称略）
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れんらく板

勤労青少年ホーム祭
　勤労青少年ホーム会員による手作り

のお祭りです。太鼓演奏やビンゴ大会

もあります。お楽しみに！

日時　３月 27 日（日）　10 時～ 15 時

場所　勤労青少年ホーム

内容　勤労青少年ホーム各講座の発表、

　展示販売、チャリティーフリーマー

　ケット、手打ちそば・ヤンニョムチ

　キン販売　など

問い合わせ　勤労青少年ホーム

　　　　　　☎ 22-3753

地域ぐるみで取り組む鳥獣被害対策

とき
外科

（９時～
18 時）

内科・小児科
（９時～12時、
13 時～ 16 時）

3/13（日）安田病院

竹原市休日

診療所

3/20（日）馬場病院

3/21（月）馬場病院

3/27（日）安田病院

4/3（日） 馬場病院

4/10（日）安田病院

◆初期救急
　（発熱・軽いけが等に対応）

◆休日（午前８時～翌朝８時）

とき ところ

3/13（日） 安田病院

3/20（日） 馬場病院

3/21（月） 県立安芸津病院

3/27（日） 安田病院

4/3（日） 馬場病院

4/10（日） 県立安芸津病院

◆第２次救急
　（緊急手術や入院を要するようなけがや急病等に対応）

問い合わせ

　竹原市休日診療所　☎ 22-7157

　安田病院　☎ 22-6121

　馬場病院　☎ 22-2071

　県立安芸津病院　☎ 45-0055

◆平日（午後６時～翌朝８時）

とき ところ

毎週火・土曜日 安田病院

毎週水・金曜日 馬場病院

毎週月・木曜日 県立安芸津病院

※必ず事前に連絡をして受診してください。

※竹原市休日診療所では院内処方を実施しています。

落葉果樹の剪定はお済ですか？

　カキやクリ等の樹が大きくなりすぎて収

穫できなくなった果実や食べきれず放置さ

れた果実は、鳥獣を集落に誘引する原因と

なります。鳥獣の誘引を防ぐには、収穫し

ない果樹を伐採したり、果実の取り残しを

減らすために枝の剪定をしましょう。剪定

を行う際には、枝が上に伸びないようにの

こぎりを横に入れると、収穫作業が容易に

出来るようになります。

　カキは 1 年で太い枝が伸びてきますが、

３月になると枝が柔らかくなり、切りやす

くなります。葉が茂ってしまう前のこの時

期に剪定を済ませておきましょう。

問い合わせ　産業振興課農林水産振興係

　　　　　　☎２２-７７４５

掲載申し込み随時受付中！ 
問い合わせ 企画政策課 ☎ 22-0942

【注意】この欄は、市民のみなさん相互の情報交換の場です。掲載行事等は、
市の主催ではありません。日時・会場・内容等は各主催者によくご確認のうえ
ご自分の責任で参加してください。

★竹原市身体障害者研修交流会

　３月 19 日（土）の 13 時～ 16 時、福祉会館２階会議室で、

身体障害のある人を対象とした研修交流会を開催します。

どなたでも参加できます。ゲームで交流したり、日頃の

悩みなどを話して情報交換したりしませんか。詳しくは、

竹原市身体障害者福祉協会・坂田（☎ 22-2669）へ。

★国際ソロプチミスト竹原チャリティ茶会

　３月27日（日）の９時30分～14時、大広苑で、チャリティ

茶会を開催します。会費は 2,000 円。香煎席と会員のお手

前による薄茶席、点心も用意しています。また、商品を多

数揃えたバザーも同時開催します。詳しくは、国際ソロプ

チミスト竹原事務局（竹原商工会議所内）（22-2424）へ。

子育て向け賃貸住宅『現地見学会』のお知らせ
　子育て向け賃貸住宅の

入居資格要件を拡充しま

した。

　見学会当日は、お部屋

や子ども広場などの見学

ができ、入居相談会も行

います。

　ぜひご来場ください。

日時　３月 13 日（日）10 時～ 16 時

場所　ヴィラＳ＆Ｃ（竹原高校東側）

問い合わせ　都市整備課住宅係　☎ 22-7749

▲子ども広場イメージ図
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★
：
保
健
行
事　

●
：
図
書
館
行
事　

♪
：
子
育
て
わ
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わ
く
情
報　
　

時
：
時
間 

　

 

場
：
場
所 　

 

対
：
対
象 　

内
：
内
容　

 

費
：
費
用 

　

持
：
持
参
す
る
物 

　

講
：
講
師　

３月
日 行　事 問い合わせ

12土
●絵本の会
時　11：00 ～　場　図書館ロビー　内　絵本の読み語り。子どもから大人まで、一緒に

おはなしの世界を楽しみましょう。

図書館
☎ 22-0778

13日
14月たけはら春の健康相談会（９ページ参照）

15火

★歯っぴー健診
時　13：00 ～ 13：30 受付　場　保健センター　対　平成 25 年 12 月～平成 26 年１月生（対

象児には通知します）

保健センター
☎ 22-7157

♪ゆりかごおたのしみ会
時　10：15 ～ 11：15　場　たけはら美術館文化創造ホール　内　中通たんぽぽの部屋の

みなさんによるたんぽぽファンタジー、大型絵本　等

ゆりかご
☎ 22-1568

♪すくすくサロン
時　13：30 ～ 14：30　場　ふれあい館ひろしま

ふれあい館ひろしま
☎ 22-9100

16水
★４～５か月児健診
時　12：30 ～ 13：00 受付　場　保健センター　対　平成 27 年 10 月～ 11 月生（対象児

には通知します）

保健センター
☎ 22-7157

17木

18金
★健康相談～血圧・尿検査など～（成人・乳幼児）
時　13：30 ～ 14：30 受付　場　吉名公民館　内　育児相談（身体計測等）、栄養士によ

る相談（体脂肪測定、食事診断など）も行います

保健センター
☎ 22-7157

19土
20日
21月

22火
♪ゆりかごにこにこ写真展示会（～ 25 日）
時　10：15 ～ 11：15　場　福祉会館２階音楽室　内　平成 27 年９月～平成 28 年３月ま

での活動風景

ゆりかご
☎ 22-1568

23水
●読書会
時　13：30 ～　場　福祉会館２階会議室　内　講師とともに感想や意見交換を行います。

図書館
☎ 22-0778

♪３月誕生会「みんなでおめでとう！」
時　11：15 ～ 11：45　場　福祉会館２階音楽室

ゆりかご
☎ 22-1568

24木♪クレープ作り
時　10：30 ～ 12：00　場　忠海公民館　※要申し込み

ミルクハウス
☎ 26-2845

25金

26土

27日勤労青少年ホーム祭（14 ページ参照）

28月献血
時　10：00 ～ 12：00、13：00 ～ 15：30　場　市民館

まちづくり推進課生活環境係
☎ 22-2279

29火

30水
♪にこにこバースデー　～３月生まれ（パパ、ママ、じいじ、ばあばも）
みんなあつまれ～！～
時　10：30 ～ 11：30　場　ふれあい館ひろしま

ふれあい館ひろしま
☎ 22-9100

31木

　次の収集日に該当する地区は、休日収集

または振替収集を行います。

◆もやせる物

　３月 21 日（月）　→　収集します。

◆リサイクルする物

　３月 21 日（月）　→　３月 18 日（金）

◆粗大ごみ

　３月 21 日（月）　→　３月 22 日（火）

問い合わせ

　まちづくり推進課生活環境係

　☎２２-２２７９

ご　み　の　臨　時　収　集 休日納税相談窓口
　市税納税相談のため、休日納税相談窓口を

開設します。何らかの事情で納税が難しい場

合は、相談を受け付けますので、ご利用くだ

さい。

日時　３月 13 日（日）９時～ 17 時

夜間窓口も利用できます
　事前に連絡をいただければ、税金に関する

相談を受け付けます。ぜひご利用ください。

利用時間　平日の 20 時まで（要相談）

場所　税務課（市役所１階）

問い合わせ　税務課　☎２２-７７３２

★　機能回復訓練
時　毎週木曜日 13：30 ～ 15：30　場　保健センター　対　脳卒中後遺症の人など　
内　個別訓練、集団訓練など　※要申し込み　問い合わせ　保健センター　☎ 22-7157　
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れんらく板

第 16 回 たけはら桜まつり
 in バンブー

　ソメイヨシノをはじ

めとする約 25 種の桜が

咲き満ちるバンブー公

園の「千本桜」を眺め

ながら、多彩なステー

ジショーやグルメコー

ナーをお楽しみください。

日時　４月 10 日（日）10 時～ 15 時

場所　バンブー公園

シャトルバス送迎（無料）

○竹原駅発―新港橋

　　　　　―フェリー港前―バンブー公園

○忠海駅発―大乗駅―バンブー公園

（時間等は、新聞折込のチラシでご確認ください）

問い合わせ　竹原市観光協会

　　　　　　☎２２-４３３１

　絵画などに造詣が

深かった池田勇人は、

美術品を収集し、そ

れらは遺族から当美

術館へ寄贈され、池

田コレクションとし

て紹介しています。

所蔵品展「池田コレクション展」

▲山口　蓬春　「竹林」

　二曲屏風の左右に墨の濃
淡でのびやかに竹林を描き、
下部分に描かれた川からは、
せせらぎが聞こえてきそう
な詩的な印象の作品です。

　

市
で
は
、
広
島
中
央
環
境
衛
生
組
合
と
連
携

し
て
、
ご
み
の
減
量
化
及
び
資
源
化
の
促
進
と

環
境
負
荷
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
も
引
き
続
き
、
昨
年
11
月
に
実
施
し
た

「
ご
み
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
う
ち
、

資
源
物
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
の
結
果
を
報
告

し
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
及
び
資
源
化
に
取
組
み
ま
し
ょ
う
！

種類 第１位 第２位 第３位

ごみの減量に関心が
ありますか？

関心がある
61.3％

どちらでもない
29.9％

わからない
4.2％

リサイクルに関心が
ありますか？

関心がある
65.3％

どちらでもない
26.9％

わからない 3.7％
関心がない 3.7％

３Ｒの意味を知って
いますか？

知っている
36.8％

知らない
35.2％

聞いたことはある
26.0％

ごみ減量化に向けて
努力していることは
何ですか？

詰め替え製品を
買う
28.5％

マイバックを持参
し、レジ袋を断る
27.1％

食品を捨てないよ
うに工夫する
13.2％

リユースやリサイク
ル促進に向けて何を
していますか？

きちんと分別する
36.7％

店頭資源物回収
を利用する
22.3％

不要になったもの
を他の用途で使用
する
17.4％

リサイクルや減量化
促進に効果的なこと
は何ですか？

分別の徹底
32.5％

資源物回収ボッ
クスの利用
31.6％

資源物集団回収の
利用
17.9％

　

表
の
よ
う
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
は
ご

み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
非
常
に
高
い

関
心
を
持
っ
て
お
り
、
各
自
で
工
夫
し
て

取
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
ご
み
の
減
量
化

の
促
進
に
効
果
的
な
こ
と
は
「
分
別
の
徹

底
」
や
「
店
頭
の
資
源
物
回
収
ボ
ッ
ク
ス

の
利
用
」
で
あ
る
と
の
回
答
が
多
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

参
考
に
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
に
向
け

て
、
対
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
み
処
理
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
を
軽

減
し
、
併
せ
て
ご
み
処
理
経
費
の
大
き
な

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
ご
み
排
出
量
の
削
減
と
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
に
取
組
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
生
活
環
境
係

　

☎
22-

２
２
７
９

調査期間
　H27.11.13 ～ H27.12.4
調査対象
　無作為抽出　2,000 世帯
回答率
　40％（800 世帯）

開催期間

　３月 21 日（月・祝）まで

開館時間

　９時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）

入館料　一般 200（160）円、

　18 歳以下・75 歳以上無料

※（　）内は 20 人以上の団体料金、JAF 会員

休館日　月曜日（３/21 は開館）

美術館
☎ 22-3558
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★
：
保
健
行
事　

♪
：
子
育
て
わ
く
わ
く
情
報　
　

時
：
時
間 

　

 

場
：
場
所 　

 

対
：
対
象 　

内
：
内
容　

 

費
：
費
用 

　

持
：
持
参
す
る
物 

　

講
：
講
師

４ 月
日 行　事 問い合わせ

１金 ♪おばあちゃんのほのぼの絵本タイム（・８日）
時　11：30 ～ 12：00　場　福祉会館２階音楽室

ゆりかご
☎ 22-1568

２土

３日

４月 ♪お花見
時　10：00 ～ 12：00　場　バンブー公園（雨天の場合は荘野公民館）　※お弁当は自由

ミルクハウス
☎ 26-2845

５火
♪大きくなったかな～？
時　10：00 ～ 11：00　場　福祉会館２階音楽室　内　保健師による身長体重測定等
持　母子手帳

ゆりかご
☎ 22-1568

６水

７木 ★健康相談～血圧・尿検査など～（成人・乳幼児）
時　13：30 ～ 14：30 受付　場　中通公民館　内　育児相談（身体計測等）も行います

保健センター
☎ 22-7157

８金
９土 ♪バンブー公園で遊ぼう！

時　10：00 ～ 12：00　場　バンブー公園（雨天の場合は中通公民館）

ミルクハウス
☎ 26-2845

10日たけはら桜まつり in バンブー（16 ページ参照）
11月

12火
★こどもの広場～身体計測と育児・栄養・母乳相談～
時　10：00 ～ 11：30　場　保健センター　対　乳幼児と保護者

保健センター
☎ 22-7157

♪ドレミで遊ぼう！
時　11：15 ～ 11：45　場　福祉会館２階音楽室　内　リズム遊びを楽しみます

ゆりかご
☎ 22-1568

13水

★１歳６か月児健診
時　12：30 ～ 13：00 受付　場　保健センター　対　平成 26 年８月～９月生（対象児に
は通知します）

保健センター
☎ 22-7157

♪吉名公園で遊ぼう！
時　10：00 ～ 12：00　場　吉名公園（雨天の場合は吉名公民館）　※お弁当は自由

ミルクハウス
☎ 26-2845

14木
♪しゃぼん玉遊び
時　10：00 ～ 12：00　場　Ｊパワーグラウンド（雨天の場合は大乗公民館）
※お弁当は自由

ミルクハウス
☎ 26-2845

15金★健康相談～血圧・尿検査など～（成人）
時　13：30 ～ 14：30 受付　場　竹原教育集会所

保健センター
☎ 22-7157

16土
♪入学・進級おめでとう会！
時　10：30 ～ 12：00　場　児童館　対　小学校１年生～中学校３年生　費　無料

※要申し込み（定員 20 人）

児童館
☎ 22-0420

17日
18月
19火
20水
21木
22金
23土
24日
25月
26火
27水
28木
29金
30土

男女共同参画ってなぁに
　ある時、次のような俳句に出合いました。

　「初風呂や父の次には男の子」

　この句は、昭和期の俳人・星野立子さんが

日常の何気ない風景として詠まれたものです。

　さて、みなさんはこの句を読んだ時何を

感じるでしょうか？

　違和感を覚えない・当たり前のことだと

思う人、何故そんなに男子優先なのかと反

発心を抱く人、男女どちらが先でもいい

じゃないか、とこだわらない人と考え方や

感じ方は人それぞれです。

　どのような考え方・感じ方であっても自

分と異なる考え方を否定することや、自分

の考え方を相手に押し付けてしまうことが

ないよう、互いの価値観を尊重し合うこと

が大切です。

　私たちは、家族や職場、学校、地域など

多くの人との関わりの中で生活していま

す。親子、教師と生徒、先輩と後輩、男女

と様々な関係性の中であっても、お互いの

思いを伝え、話し合うことが男女共同参画

社会づくりの一歩です。

問い合わせ

　たけはら男女共同参画社会づくり

　実行委員会（人権推進室内）

　☎２２-７７３６

子どもを預けたい人や預かりの手伝いをしたい人を随時募集しています。

問い合わせ　ファミリー・サポート・センター（ふくしの駅）☎ 22-2304（8：30 ～ 17：30）

♪　ファミサポ会員登録受付中！


